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　　　　　　咀 嚼 機 能

カ ム フ ラ ージ ュ 治療，下顎前歯抜去，問題志向型 （Problem　Oriented　Approach），

抄録 ：顔 面 非 対称 と、L顎 側切 歯 の 矮 小歯 を 伴 う骨 格性 反

対 咬合 症 例 の 　　　　 に 対 して ，問 題志 向型診 断 に 基 づ

き，下 顎右 側 中切 歯 の み を 抜 去 し，外 科手 術 を 併用 せ ず

カ ム フ ラ
ー

ジ ュ 治 療 と して プ リア ジ ャ ス テ ッ ドエ ッ ジ ワ

イズ 装 置 に よ る矯 正 歯科 治 療 を行 っ た ．顎 問 III級 ゴ ム と

エ ラ ス テ ィ ッ ク チ ェ
ー

ン に よ り積 極 的 に 被 蓋 の 改善 と抜

歯空隙 の 閉鎖 を行 っ た．そ の 結 果，オ トガ イの 右側 偏位

を除 き，適切 な オ
ーバ ー

ジ ェ ッ ト とオ
ーバ ー

バ イ トな ど

の 治療 目標 を達 成 す る こ とが で きた．動 的 治療 期 間 は 1

年 5 か 月 で あ り，保定後 2年 を 経過 し た 時点で 咬合 状態

は 安定 し，さ らに 咀 嚼運 動 機能 も改 善傾 向 を示 し て い る．

　　　　　（Orthod　Waves 　61 （4）：303 〜313，2002 ）

Acase 　report 　of　non −surgical

treatment 　of 　facial　asymmetry

Abstract ；The 　 case 　for　this　paper　 was 　a

　
．
　　　　　　　　　　　　　　 patient 　with 　skeletal 　3，　asym 一

metry 　 of 　the　 mandible ，　 and 　 dwarfed　 upper 　 lateral

teeth．　After　 considering 　the　treatment 　priority　 and

sQlutions 　for　each 　problem 　with 　risk 　and 　benefits　on

the　basis　of　problem 　list，　it　was 　decided　to　use 　camou ・

flage　treatment　for　correction 　of 　her　 skeletal 　asym −

metry 　without 　surgical 　treatment ．　And 　the　right 　cen ．

tral　 incisor　 irl　 the　 mandibular 　 arch 　 would 　 best　 be

extracted 　in　order 　to　achieve 　the　treatment 　goals ．　It

took　 seventeen 　 months 　to　finish　the　 case 　and 　most 　of

the　time 　was 　spent 　for　improving　a　Class　III　relation

to　a　Class　I　 as　a　part　of　the　active 　treatment　using 　a

combination 　of 　elastic 　chain 　and 　bilateral　short 　Class

III　 e1astics ．　Clinical　examination 　and 　evaluation 　of 　the

patient
’
s　records 　for　the　post　treatment 　 and 　the　2

years　 following　completion 　of　 active 　treatment

revealed 　continued 　good 　occlusion 　and 　function　with −

out 　skeletal　asymmetry ．

　　　　　 （Orthod　Waves 　61 （4）：303 〜313 ，2002 ）

は じ め に

　矯正 歯科治療 を希望す る 患者 は ，不正 咬合 に よ る 審

美的障害 を訴 え て 来院す る こ とが 多 い ．なか で も正 貌

の 対称性 は，社会
一

般 の 観点 に た つ と側貌 よ り重 要視

さ れ て お り，と くに 顔面 正 中 と上 下 顎 歯列正 中線 の
一

致 が 重 要 な 要素 と して あ げ られ て い る
1）．

　矯 正 歯科臨床 に お い て ，正 中線 の 骨 格 性 偏 位 は，外

科的矯正 治療 に よ っ て 顎骨 自体 の 不正 を整 え 改善す る

方 法 が
一

般 的 と考 え られ て い る．一
方正 中線 の 歯槽性

偏位 は ，歯 の 移動単独 で 改善 を望 め る が，そ の 原 因 と

して 歯 の 形 態 異 常 や トゥ
ース サ イ ズ レ シ オ の 不

一
致 ，

乳歯 か ら永久 歯へ の 交換錯誤 な どの 問題 が複雑 に 関与

して い る場 合 が 多 く，解決 の た め の 矯正 歯科治療 も困

難 とな る こ とが 多 い ．さ ら に 骨格性偏位 が軽度に 認 め
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ら れ，か つ 歯槽 性 偏 位 を 伴 っ て い る ボーダーラ イ ン 症

例 で は，骨格性 の 不調和 と 歯槽性 の 問題が 矯 正 歯科治

療単独 で 良好 に 改 善 で き る か 否 か とい う 困難 な決 定 を

早 期 に しな け れ ば な らな い
2）．

　本 症 例 は ，問 題 志 向 型 （Problem 　 Oriented
Approach ）

3 ）診 断法 に 沿 っ て 診査 し た 結果，骨格性偏

位 と 軽度叢生 を伴 う反 対咬合症例 と 診断 した が ，そ の

程度か ら ボーダーラ イ ン 症 例 と考 え られ た．治療方針

と し て は ，外科的矯正 治 療 に よ っ て 顎 骨 の 移動 を行 う

方 法 を第
一

選 択 と し て 立 案 した ．しか し患 者本 人 と 協

議 した 結果，顎矯 正 手術 は 併 用 せ ず下 顎 右側中切 歯 を

1 本抜 歯 し て 矯 正 歯科治療単独 で 不 正 の 改善 を行 う こ

と とな っ た．イ ン フ ォ
ーム ドコ ン セ ン トが 実 践 さ れ，

治療 目標 と し て 骨格性偏位 を除 き ，反対咬合 や 叢生 の

改 善 とす る こ とで 同意 を得 た．治 療結果 と し て は，良

好 な 咬合状態 を維持 して い る と考 え られ，保定終了時

に は よ り緊 密 な 咬 合 状 態 と な り，また 咀 嚼 機能 も良好

な 経過 を 呈 して い る こ と か ら本症 例 を 報告 す る ．

初診時所見

　患者 は 初診時年齢　　　　　 の 女 性 で 前歯部 反 対

咬合 を 主 訴 に 来院 した ．以 下，問題志向型 （Problem

Oriented　Approach＞診断法 に 従 い 顎 顔面，歯 列 形 態

表 1　側面 頭 部 X 線規格写 真分析結果

計 測項 目 標準値 ± 1S ．　D 初診時　　動的治 療後　　保定後

Skeletal　changes

Anterior−posterier 　dimension
∠ SNA 　　　　　 （deg．）
∠ SNB 　　　　　 （deg．）
∠ ANB 　　　　　（deg．）
Wits　 　　　　 　 （mm ）

Vertical　dimension
∠ SN 　 Mp

∠ FMA

∠ Y −
axis

∠ G 〔♪AS
−GoN
−MeS
−Go〆N −Me

（deg，）
（deg，）
（deg．）
（deg，）
（mm ）

（mm ）

（％〉

N −Ans ／Ans −Me （％）

81．5　 3．3
79．1　 3．6
　 2．5　 2．1
− 1，9　 2．5

35．627

．862

．9125
．786
，1132
．065
．281
．3

5．14

．32
．75
．27
．37
．34
．36
．9

rQ718792

∩
3

77

　凋

41．838
．466

．7141
．377
．7

工27．061
．272
．1

77．479
．4

− 2．0
− 7．8

42．338
．466

．7142
．378
，2127

，361
．573
．1

77．579
．5

− 2．e
− 7．8

41．238
．566

，9141
．477
．4126

．361
．37L6

Dental　changes

OverjetOverbite

∠ L1 −Mp
∠ U1 −SN
U1 −APL1

−AP
∠ U1 −L 　1

（mm ）

（mm ）

（deg．）
（deg，）
（mm ）

（mm ）

（deg，〉

　 3．5

　 2．892
．1104
．6

　 7．9
　 4．6127

．8

0．81

．25

．67
．12

．02
．28
．3

一1．5

　 2．087
．1111
．5

　 8．1
　 8，0116

．7

　 3．0

　 3．086

．1115
，5

　 9，5
　 6．5119

．7

　 2．5
　 2 ．585

．9116
．4

　 9．5
　 6．7118

．0

表 2　正 面 頭 部 X 線規格写 真分析結果

計測項目 標準値 ± 1S．　D 初診時　　動的治療後　　保定後

Po −Po〆

Zm −Zm ’

Ms −Ms ’

CMQ −CMo ’

Go −Go ’

（deg．）
（deg，）
（deg，）
（deg．）
（deg．）

　 0．1
− 0．1
− o ．1
− 0．2
　 0 ．5

0．81
．ll

．01

．21
．5

一1．5
− 2．0
− 1．5
− 3．0
− 2 ．0

一1．5
− 1．5
− 1．0
− 3，5
− 2．0

一1．0
− 1．5
− 1 ．0
− 3．5
− 2．5

近 藤
4）

の 分析法

咬 合平 面 角 （deg．） 一2．0 一2，0 一2．5
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A

B

C

図 1 顔 面 写真 （正 面，正 面 ス マ イル ，側 面 ＞

　A ：初診 時　B ：動 的治 療後 　C ：保 定 後

評価 と問題 点 を あ げ る （表 1，2）．

　 1 ．顔貌 （Faical　features） （図 1−A ）

　正 貌 は非対称 で あ り ， オ トガ イの 右側偏位 を認 め た．
側 貌 は オ トガ イ の 突出感 を 認 め コ ン ケ イ ブ タ イ プ を 呈

し て い た．

　 2．歯 ・歯列 の 素材 （Perimeter ） （図 2−A ，3−A ，

　　　 4−A ）

　．ヒ下 顎 左 右側中切歯か ら 第二 大 臼 歯，お よ び 上 顎左

側第三 大 臼 歯 が 萌出 し て い た ．パ ノ ラ マ X 線写 真 （図

4−A ）よ り上 顎 右 側 第 三 大 臼 歯 下顎 左 右側第三 大臼 歯

の 埋 伏 が，ま た 全体的 に 短歯根傾 向が 認 め ら れ た ．上

顎左右 側 側 切 歯 は矮 小 歯 で あ り，ア ン テ リオール レ シ

オ は 84．7％で 上 顎歯 の 比率 が 小 さ い 傾 向 に あっ た ．
ま た ，ア ーチ レ ン グ ス デ ィ ス ク レ パ ン シ ーは上 顎 で

0　mm ，下顎 で
一1mm で あ っ た．

　 3 ．近遠 心 関係 （Anterior−PosteriQr　plane） （図 2−

　　　 A ）

　オ ーバ ージ ェ ッ トは ，上 下 顎 右側中切 歯 に お い て

一1．5mm で あ り， 上 顎左側中切歯か ら右側犬歯 に お

い て 前歯部 反 対咬合 を 呈 し，上下 顎歯列弓の 歪 み ，と

くに 上 顎歯列弓 の 右側前歯部 の 平坦 化 が 認 め られ た．

大 臼 歯関係 は 左側 Angle 　I 級，右側軽度 Angle　III級傾

向 を示 し た．第
一大 臼歯 の 対称性 で は，上 顎 で 左 側 が

右側 に 比 較 し 1．5mm 近 心 に 位置 して い た．側面頭部

X 線規格写真 （図 5）よ り前歯部 の歯軸 は上 顎 が 軽度 な

唇側傾斜 （∠ U 　1−SN ： 111，5
凵
），

’
ド顎 は軽 度 の 舌側 傾

斜 （∠ Ll −MP ：87．1
’
）を呈 し て お り，骨格性 に は 3 級

（∠ ANB ： − 2．r） と判断 した．
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A

B

C

図 2　口 腔内写真 （正 面，側面）

A 　 　 　 　 　 B

図 3　口 腔 内写真 （咬 合面 ）

C

　 4 ．垂直関係 （Vertical　plane） （図 2−A ）

　オ ーバ ーバ イ ト は 十 2，0mm ，　 Spee 湾曲 は 2．Omm

で あ っ た ．ハ イ ア ン グル 傾 向 （∠ FMA ：38．4e，∠ GoA ：

141 ．3°）を示 し，さ ら に 上 前顔面高 と 下前顔面高の 比率

（N −Ans ／Ans −Me ） は，72．1％ で あ り下前顔面高 が 長

い 傾向 に あ っ た ，

　 5 ．水平 関係 （Transverse 　plane）

　正 面頭部 X 線規格写真分析 で は ，近藤
4 ）の 方法 を参

考に し て 両側の Lo （Latero −orbitale ） を結 ぶ 線 （Lo −

Lo’） を基 準 に ，　 Po−Po’，　 Zm −Zm ’
，　 Ms −Ms 〆

，　 CMo 一

N 工工
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CMo ’
，　 Go −Go’

の 角度 を計測 し （図 6），平行性 を調 べ

た 結果，− 1．5
’
，− 2．oe，− 1，5

°
，− 3．0

°
，− 2．0’で あ っ た．　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

ま た Lo −Lo〆に 垂 直 で Nc （Neck 　of　crista 　galli） を通

る 直 線 （正 中線）か ら オ ト ガ イ 部 （Me ；Menton ）ま で

の 水平距離 を計 測 し，右 側 へ 6．Omm の オ トガ イ偏位

を認 め た．上 下顎 歯列 の 正 中線 は，顔面正 中 に 対 し て 上

顎 歯列 で 右側 に 1．5mrn ，下 顎 歯 列 で 右 側 に 1．Omm

A

偏位 し て い た．ま た，下顎 右側 臼歯部は 強 く舌側傾斜

を示 し て お り，咬合平面角 は 2．0°で 軽度右側 が 上 が っ

た 状態 を呈 し て い た ．

　 6．そ の 他 （lnteractions）

　 8 歳時 に 交通事故 に よ る 顔面打撲 の 既往 が あ っ た ，
口 腔内清掃状態 は良好で ，治 療 に は協力的 で あ る．中

心 咬 合位 と中心 位 は Dowson の Bilateral法 を用 い て

下顎 を誘導す る こ と に よ り確認 し た 結果，概 ね
一

致 し

て お り，また 顎 関 節 症 状 と し て は，右 側 顎 関 節 に 疼 痛

の 既往 が あ っ た ．しか し顎関節 を側斜位経頭蓋撮影法

に て 中心 咬合位 で 撮影 した 像 （図 7−A ） で は，下 顎 頭

と下 顎 窩 の 位 置関係 に 左 右差 の な い こ と を，パ ノ ラ マ

X 線写真で は 下顎頭 に 形態変化 の な い こ と を 確認 し

B

C

図 4 パ ノ ラマ X 線 写真

図 5 側 面 頭部 X 線規格写真透写 図

A B

1 11 「

☆ 　 Zmρ

＿ グ
oMB
尸

Po「

　．
伽 k　 1．

＼　　　　亠
i

Gげ

　 　
．」　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．、、1
　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　
ヤ
コ

塗／
　 　 　 　 Me

図 6　 正面 頭 部 X 線規 格 写真 透 写 図

　 A ：角度計 測　B ：距 離計 測
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鱗
羅

∴
転

　
A

B

壟

右側

輟

講
畷 、

購

欝
舞

F

左 側

図 7　側斜位経頭蓋撮影法 に よる 顎関節 X 線

規格写真 （中心 咬合位）

A ：初診時　B ：動 的 治療後

た．ま た 下顎 切 歯点 に お け る ガ ム 咀 嚼時の 咀 嚼運動記

録 で は，左右側 と も に不 安定 な 咀 嚼運動 を呈 して い た

（図 8）．

診断および症例の 治療経過

III．治療経過

　　　　　　　 に 初診時資料 を採得 し，

に プ リア ジ ャ ス テ ッ ドエ ッ ジ ワ イ ズ装置（．｛｝22× ．028）
に て 矯 正 治療 を 開始 し た．イ ニ シ ャ ル ワ イ ヤ ーと し

て ，〔｝16イ ン チ ニ ッ ケ ル チ タ ン ワ イ ヤーか ら 開 始

し，．0ユ8 イ ン チ ニ ッ ケ ル チ タ ン ワ イヤ
ーまで 3 か 月間

レ ベ リ ン グ を 行 っ た ．次 に ．018イ ン チ ス テ ン レ ス ス

チ ー
ル ワ イ ヤ ーを 装着 し た 時点 で ，エ ラ ス テ ィ ッ ク

チ ェ
ーン と顎 間 III級 ゴ ム （下顎 ：側切 歯 と犬 歯 間 の

フ ッ ク，上 顎 ；第
一

小 臼歯 の コ バ ヤ シ フ ッ ク，強 さ ；

片側約 75g）を併用 して （図 1〔｝），抜歯空隙 の 閉鎖 お よ

び前歯部被蓋 の 改善 を開始 し ， 治療開始 5 か 月後 に 被

蓋 は 改 善 さ れ た．顎間 m 級 ゴ ム を併 用 し な が ら上下顎

と も に ．020 × ．020，．Ol9× ．025イ ン チ の ニ
ッ ケ ル チ タ

ン ワ イ ヤーに交換す る と 同時 に，さ らな る 抜歯空隙の

閉鎖 を行 い ，治療開始 11か 月後 に 下顎 の 抜歯空 隙は 閉

鎖 し た．そ の 時点 で ．  19 × ．025イ ン チ ス テ ン レ ス ス

チー
ル ワ イヤ ー

に 交換 し ， 上 下歯列弓 と咬合関係 の 微

調 整 を行 い ，　　　　　 時 に動的治療 を終 了 した．

　保定装置 と して 上 顎 に は サ ーカ ム フ ェ レ ン シ ャ ル タ

イ プ，下 顎 に は 犬 歯間 フ ィ ッ ク ス タ イ プ を装着 し，1 日

中の 使用 を指示 した．ま た 同時 に ，動的治療後 の 資料

を採得 した．保定後 の 資料 は，動的治療終 了 後 2年経

過 し た　　　 　　 　 に 採得 した ．

1．症例の 特徴

　症例 の 特徴 と して 1．顔貌 の 非対称 （下 顎 骨 右側偏

位），2 ．骨格性 3級 ， 3．前歯部反対咬合，4 ．下顎

歯列 弓の 叢生， 5．トゥ
ー

ス サ イ ズ レ シ オ の 不 調 和，

6．上 下顎正 中線 の 偏位 を あげた，こ れ ら をも と に し

て 優先順位順 の 治療 目標 を 1．下 顎 骨 右側 偏位 と正 中

線の 改善 ， 2．適 正 な オ ーバ ージ ェ ッ ト ・オ
ーバ ーバ

イ トの 獲得，3．ト ゥ
ー

ス サ イ ズ レ シ オ の 不調和 の 改

善 ， 4 ．上 下顎歯列弓 に お け る 叢生 の 改善，5 ，犬歯・

臼歯関係 に お け る 両側 Angle　 I級 の 確立 の よ う に 設

定 し た，

亘1．診　断

　本症例 は，骨 格性偏位 （
．
ド顎 骨右側偏位 ） と軽度叢

生 を伴 う反対咬合 と診断 さ れ た ．治療方針 は，前述 の

治療 目標が 達成で き る よ う に 各種治療 方法 と そ の 利

点，欠点をあげて 検討 した．しか し患者 は外科的矯正

治療 を拒否 した こ とか ら，下顎 骨右側偏位 と正 中線 の

改善 を治療 目標 か ら削除 し，他 の 問題点 を可能な限 り

改善 す る よ う努め た．

　 そ の 結果，抜歯本数が 少 な く，比較的治療 が 短期間

と予 測 さ れ た 下 顎 右側 中切 歯 を 1本抜歯 す る 治療方法

を最終的 に 選択 し，セ ッ トア ッ プ モ デル （図 9）に て 予

測咬合状 態 を確認 した．

IV，治療結果

　歯の配列状態 に つ い て ，動的治療後 で は上 下 顎 歯列

弓 の 叢生 は 改善 さ れ，オ ーバ ージ ェ ッ ト＋ 3，0mm ，

オーバ ーバ イ ト十 3，0mm を呈 し て い た．正 中線は上

顎歯列 に お い て 初診時 と同様，わずか に 右側偏位 が残

存 して い た．上 下 顎 犬 歯 お よび上 下 顎 大 臼歯関係 に つ

い て は，左右側 と もに Angle　 I級 が 確立 さ れ，保定後

で は よ り緊密 な 咬合関係 が 獲 得され た．パ ノ ラ マ X 線

写真所見 （図 4−B ）で は ，上顎両側犬歯 の 近心傾斜 が

認 め られ るが ，他歯に お い て は歯根の 平 行性 が 獲得さ

れ て い た．

　側 面 頭 部 X 線 規 格 写 真 分 析 で は，structural

method に よ る overall5
〕，お よ び上顎骨

c’｝，
．
ド顎骨

η
の 重

ね 合わ せ を用 い た．治療期間 を通 じて 骨格 の 前後的位

置 （∠ ANB 初診時 ；
− 2．1

°
，動的治療後 ：

− 2 ．oe，保

定後 ：
− 2．0りは，変化 が 認 め られ な か っ た．前歯の 歯

軸傾斜 に つ い て，上顎 は初診時 （∠ U1 −SN ： 111．5
°
）

標準値 ± 1S．　D．内 の 値 を示 し て い た が，動的治療後 に

は （∠ U1 ．SN ： 115，5
°
） 1S ．　D ．を超 え て 大 き な値を

示 し，
一
ド顎 は初診時 （∠ L1 −MP ：87．1°），標準値 ± l

S．D ．の 範囲内 で あ っ た が 動的治療後 に は軽度減少 し

（∠ L1 −MP ：86．1°〉舌側傾斜 を呈 した．治療後 に 中心

咬合位 と中心位 の ずれ は認 め られ な か っ た ．また ，顎

関節 を側斜位経頭蓋 撮影法 に て 中心咬合位 で 撮影 した
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下 顎 切 歯点 に お け る前 頭面 か らみ た咀嚼開 始後の 第 5 か ら の 10サ イ クル とそ の 重 ね 合わ せ 表示 お よ び平 均経 路 と

標準偏差

　　　　　　　　　　　　　　 A ：初診時　B ：動的治療後　C ：保定 1年 後

像 （図 7）で ，治 療前後 で 下顎頭 の 位置的変化 は 認 め ら

れ な か っ た ．下顎 切 歯 点 に お け る ガ ム 咀 嚼 時 の 咀 嚼運

動記録
S〕は，初診時 に 咀嚼運動経路 の ば らつ きが 大 き

く，不 安 定 な様相 を呈 して い た が，動 的治 療後，保定

1 年後 で は 咀 嚼 運 動経路 の ば ら つ き は 減少 し，10 サ イ

クル が ほ ぼ 同様 の 形 を 示 し，安定傾向を 呈 して い た （図

8）．動的治療期間 は 1年 5か 月を要 し，ま た保定処置

は 2 年 を経過 した 時点 で 資料 を採得し た．

　治療 目標と し て あ げた，適正 なオ
ーバ ージ ェ ッ ト ・

オーバ ーバ イ トの 獲得，トゥ
ー

ス サ イ ズ レ シ オ の 不 調
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図 9　セ ッ トア ッ プ モ デ ル

図 10　ロ 腔 内写 真

和 の 改善，上下顎歯列 弓 の 叢生 の 改善，犬歯 ・臼 歯関

係 に お け る両側 Angle　 I級 の 確 立 は 概 ね 達成 さ れ た．

考 察

1．治療方針に つ い て

　成人 で 骨格性不 正 が ボーダーラ イ ン 上 に あ る症例の

場合，矯 正 歯科治療単独 で 治療 が 可能 か 否 か と い う問

題 は，矯 正 歯科医 外科医 と も に悩 む と こ ろで あ ろ う．

重 症 な骨格性不 正 に 対 し矯 正 歯科治療単独 の カ ム フ

ラージ ュ 治 療 を立 案した 場 合，間違 っ た 治療計画 は，

治療期間を長引 か せ 最終的 に 治療結果 を妥協的なもの

に し て し ま う．一
方，不 必 要 な手術は避 け な け れ ば な

ら な い ．した が っ て 患者 の 不正 状態 を精査す る こ とに

よ っ て，矯正 歯科治 療単独 の カ ム フ ラージ ュ 治療が 適

応か ，ま た は外科矯 正 治療 が 適応 か を決定す る こ と は

重要 と な る
2）．

　本 症 例 は，問 題 志 向 型 （Problem 　 Oriented
Approach ＞診断法 に の っ と り診査 した 結果，骨格性偏

位 と軽度叢生 を 伴 う反対咬合 と 診断 さ れ た．外科矯正

の 判定 基 準 に つ い て ， 逸見 ら
9）は ， AB 　to　MP 　angle の

有用 性 に っ い て 検討 し，AB 　to　Mp 　angle が 58．σ似 下

の 場合，外科矯 正 の 適応 と し て お り， 本症例 で は AB

to　MP 　angle は 57．Oeで あ っ た．　 Valko ら
1°〕

は ∠ ANB

が 一2．0“以下 を，小沢 ら
11 ）は ∠ ANB が 0°以 下 を外科

矯 正 適応 と し て お り，本症例 は ∠ ANB − 2．1：で あっ

た．さ ら に 小沢 ら は，Wits　appraisal 値が 一5．47　mm

以 下 も ∠ ANB と と も に有力 な 判定基準 に な る と述 べ

て お り，本症例 で は一9．8mm で あ っ た．以 上 の こ とか

ら，本症例を ボーダーラ イ ン 症例 と考 え た．

　骨格性偏位 の 評価 に つ い て は，近藤
4 〕
の 方法 を 用 い

て 分析し た結果 ，上 顎歯槽突起部か ら下顎角部，オ ト

ガ イに か けて の 偏位 が 認 め られ た ．ま た 近藤 は ， 良好

な咬合を有し て い る 日本人男女 64名の Me （Menton ）

の 側方偏位量を計測 し，90．04％の もの が 1．30mm の

範 囲 に分布し て い た と述べ て い る．本症例 で は，Me の

側 方偏位量が 右側 へ 6，0mm で あ り，オ トガ イ部右側

偏位が著し い こ と を 示 し て い た．
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　 した が っ て 治療方針 と し て は，外科的矯 正 治 療 が第
一

選択 と考え られ た．しか し外科的矯 正 治療 を 実施す

る場合 に は ，顎矯正手術 に 伴 う合併症 や 偶発症 の 問題

を理解 し納得す る必要が あ る
1！）．本症例 に お い て は患

者 に イ ン フ ォ
ー

ム ドコ ン セ ン トを行 っ た と こ ろ 手術以

外 の 方法 を選 択す る こ と に な っ た．

　矯正 歯科治療単独 で 行 う治療方法 と して は，三 案を

提示 した．第
一
案は下 顎右側 中切歯 1本抜歯に よ る 方

法 ， 第 二 案 は 上 顎右側第二 小 臼歯 と上顎左側第
一

小 臼

歯 と下顎両側第
一

小 臼歯の合計 4本抜歯 に よ る方法 ，

第 三 案 は歯 を抜 か な い 方法 で あ る．本症例 は ，歯根 が

全体的 に短 い 傾向 に あ る た め 治療期間の 短縮を優先

し ， また 上 顎 左 右側側切歯 が 矮小歯 で あ り将来形態修

復 を希望 しな い こ とか ら，ト ゥ
ー

ス サ イ ズ レ シ オ の 不

調和の 改善 と して 下顎前歯 の 幅径を減少 さ せ る こ と が

必要 と なっ た．そ こ で，第二 案に比 べ 治療期間が 短期

間 と予 測 さ れ る，第
一

案 と第三 案 が検討 さ れ た．第
一

案 は 下顎前歯 1本披歯 す る こ とで ， 第三 案 は下顎 切 歯

を ス ト リ ッ ピ ン グ す る こ とで ，トゥ
ー

ス サ イズ レ シ オ

の 不調和を改善 し よ う とす る方針で あ る．本症例で は

ア ン テ リオール レ シ オ 84．7％ で ，松本 ら
1”｝，螺良

’4），
Bolton’5 〕

な ど の 論文 に よ る良好 な 咬合 関係 を 得 る た

め の ア ン テ リオール レ シ オ 78．3，78．09，77．2％ に 補正

す る た め，下顎切歯の ス ト リ ッ ピ ン グ量 は それ ぞ れ 約

2．7， 2．8，3．2mm 必要 と な る．ス ト リ ッ ピ ン グ量 と し

て は 可能 な 範囲 で あ るが ， 本症例は ハ イ ア ン グ ル 傾向

で 下前顔面高 が 長 くSpee 湾曲 が 2，0mm あ り，また

偏 位側 に 反対 咬合が 認 め ら れ た こ とか ら ， オーバ ー

ジ ェ ッ トを改善 し オ
ーバ ーバ イ トを よ り深 く仕上 げる

必要 が あ る こ と を考慮 す る と第
一

案 の 下顎右側中切歯

（幅径約 7mm ＞の 抜歯を選択す る こ と が 最良 と判断 し

た．

　 こ の 治療方針 に つ い て は，セ ッ トア ッ プ モ デル を作

製 し，予 測咬合状態 を確認 した （図 9）．し か し骨格性

偏位 は解決 で き ない こ と か ら，上下顎骨 の 不調和 を補

正 す る た め に下 顎 前歯の 舌側傾斜 と左方傾斜 お よ び上

顎前歯 の 唇側傾斜，さ ら に下顎右側 臼 歯部舌側傾斜 の

残存 が 予 測 され た．

II．治療に つ い て

　プ リア ジ ャ ス テ ッ ドエ ッ ジワ イ ズ装置は，正 常な 上

下 顎関係 を も とに 理 想的 な 咬合関係 を作 る こ と を目的

と し て 設計，製作 さ れ て い る．し た が っ て 骨格性に 異

常の あ る場合 ， 歯槽性 の 代償 的な 適応 が 改善 され るに

伴 い 前後的 お よ び垂直的，左右的方 向 に上 下 顎関係 の

不 調和が 現 れ て くる
2）．そ の た め 本症例 で は，ブ ラ ケ ッ

トに 組 み 込 まれ た トル ク，ア ン ギ ュ レ ーシ ョ ン を 解除

して治療を進 め る必要が あ っ た．そ こ で ．022× ．028 イ

ン チ の ブ ラ ケ ッ トス ロ ッ トに対 し，細 め の ，018イ ン チ
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ス テ ン レ ス ス チール ワ イ ヤーを 用 い る こ と に よ リプ ラ

ケ ッ トに 組 み 込 ま れ た トル ク ，ア ン ギ ュ レ
ー

シ ョ ン が

個 々 の 歯 に 作用 し な い よ うに し なが ら，抜歯空隙の 閉

鎖 と被蓋改善 を試 み た，被蓋改善後 は，レ ク トア ン ギ ュ

ラーワ イ ヤーを用 い て， トル ク，ア ン ギ ュ レ ーシ ョ ン

の 面か ら も咬合 の 緊密化 を図 D，付加 す る補正 屈曲 は

プ リア ジ ャ ス トさ れ た 標準値 か らの 補正 を考慮 し なが

ら行 っ た．

　 ま た，顎問 III級 ゴ ム 使用 に 際 して は，ハ イ ア ン グル

症例 で あ る こ とか ら上 顎大 臼 歯 の 挺出 を さ け る た め ，

下 顎 前歯 部 か ら上 顎 第
一

小 臼歯 へ の 短 距 離 ゴ ム

（シ ョ
ートク ラ ス IIIエ ラ ス テ ィ ッ ク ）と した．また 顎間

II1級 ゴ ム の 強 さ も右側顎関節痛 の 既 往 が あ る こ と か ら

片側 75g と軽度 に し て ， 下顎 の 左 右 大 臼 歯間 に 使用 し

た エ ラ ス テ ィ ッ ク チ ェ
ー

ン の 補助 と して 用 い 被蓋改善

に 努め た．

III．治療結果 に つ い て

　顔貌所見で は，予測通 りオ トガ イ 部 の 右側偏位 に 変

化 は な か っ た．歯
・
歯列 の 素材 で は，初診時 よ り認 め

ら れ た 短歯根傾向の 悪化が 懸念 さ れ，動的治療後 お よ

び保定後 の パ ノ ラマ X 線写真 で 確認 した と こ ろ ， 前歯

部歯根 に お い て 変化 は 認 め られ なか っ た が ，下顎左側

第二 小臼歯 は歯根吸収 の 軽度悪化 の 傾向に あ り，今後

注意 し て観察 す る必要が あ ろ う．歯根 の 平行性 で は，

上 顎 左 右側犬歯 に 軽度近心傾斜 が認 め られ た．近 遠心

関係 で は，側面頭部 X 線規格写真 の 重 ね 合 わ せ （図

11， 12） に お い て 上 顎前歯 の 唇側傾斜 ， 下顎前歯 の 舌

側傾斜 が 認 め ら れ た こ とか ら オ ーバ ージ ェ ッ トが ＋

3．0　mm に 改善 され ，ま た 垂 直関係で は，上 顎，下顎 の

重 ね 合 わ せ よ り大 臼 歯 の 挺出 は 認 め られ ず，上下顎前

歯 の 軽度挺出 に よ りオ ーバ ーバ イ トが 十 3．Omm に 改

善 され た もの と考 え ら れ た ．水平関係 で は，上 顎正 中

線 は初診時同様 に 顔面正 中 に 対 し て ，右側 へ 1．Omm

の 偏位 が認 め ら れ，また 正 面頭部 X 線規格写真 の 分析

結果 （表 2）で は，初診時 と保 定後 で は，ほ とん ど変化

が 認 め られ な か っ た．ま た 治 療後に 中心 咬合位 と中心

位 の ずれ は 認 め られず，顎関節を側斜位経頭蓋撮影法

に て中心 咬合位 で 撮影 した像 （図 7）で，治 療前後 で 下

顎頭 の 位置的差は認め られなか っ た．した が っ て 矯 正

歯科治 療前の 下顎 位を 保持 した ま ま治 療が完了 した も

の と考 えられ る．

　骨格性偏位 を伴う 患者に対 す る治 療 と して ， し ば し

ば片側 に II級 とIII級 ゴ ム ，さらに 前歯部 に 対角 ゴ ム を

使 用 す る場 合 が あ る が ， 反 作 用 と し て 咬合 平 面 の 傾

斜
16〕
や顎 関節 へ の 負荷 が 考 え ら れ 注意 が 必要 で あ ろ

う．本症例で は 両側 に 顎 間III級 ゴ ム を軽度 に 使用 した

が ，咬合平面角 は初診時 か ら保定後 まで 著 しい 変化，

お よ び顎 関節症 状 の 発現 も認 め られ な か っ た．
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図 11　側面頭 部 X 線規格 写真の 重 ね合わ せ

　全体 ：前頭蓋基底部 の 細 部構 造 を基準 と し

　　　 た 重 ね 合わ せ 法
5｝

図 12 側面 頭部 X 線 規格写 真の 重 ね 合わせ

　上顎 ：頬 骨 突起 と上顎 骨内 部構 造 を基 準 と

　　　 す る重 ね合わせ法
e｝

下顎 ：BjUrkの 重 ね合 わせ法 η

　しか し 小澤 ら
1η は，顎 関節内障（非復位性円板転位 ）

が 片 側 性 に 認 め ら れ る 患 者 の 91％ に Me の 患側偏位

を認 め た と述 べ て い る．つ ま り骨格性偏位 を伴う患者

は，多 くが 片 側 性顎 関節内障 を有 し て お り，本症 例 も

過 去 に 右側顎関節痛の 既 往 が あ っ た こ と か ら矯正 歯科

治療 に あ た り顎 関節 に 対 して 注 意 が 必 要 で あ っ た と考

え られ た ．こ の 点 か ら も矯正 歯科治療前 の 下顎 位 が 保

持 され た こ とが ，顎 関 節 と咬合 の 安 定 に 寄与 し た もの

と思 わ れ た ．さ ら に，下顎切歯点 に お け る ガ ム 咀 嚼時

の 咀 嚼運 動 記 録 （図 8）で は，初 診 時 に 比 べ 動 的 治 療 後

で は著 しい 改善 は 認 め ら れ な か っ た が，保定 1年後 で

は 安定傾向 に あ り，保定 2 年後 で もほ ぼ 同 様 の 咀 嚼 運

動 を呈 して い た こ とは ，機能的 に も良好な 経過 を 示 し

て い る こ と が 示 唆 さ れ た．今後 も形 態 と機能 の 両 面 か

ら経 過 を 観察 して い く予 定 で あ る ．

文 献

1）Rebellato，　J．：Asymmetric 　extractions 　used 　in

　 the 　 treatment 　 of 　 patients　 with 　 asymmetries ，

　 Semin　Orthod　4 ：180−188，1998．

2） プ ロ フ ィ ト ・ウ ィ リア ム R ：プ ロ フ ィ トの 現代歯

　 科矯 正 学 （作 田　守監修，高田 健治訳），第 1 版，

　 東京，1989，ク イ ン テ ッ セ ン ス 出 版 ，448−449．

3）石 川 晴夫，古賀 正 忠 ：プ リ ア ジ ャ ス テ ッ ド ブ ラ

　 ケ ッ トシ ス テ ム ・ス トレ ートワ イ ヤ ーテ ク ニ ッ ク，

　 初版，東京，1997，ク イ ン テ ッ セ ン ス 出版，9−30．
4）近藤悦子 ： 日本 人 成人 男 女 に つ い て の 頭 部 X 線

　 規格正 貌写真 法 に よ る 検討，日 矯歯誌 31 ：117一

　 　 136，　1972．

5）新井　孝，石 川 晴夫 ：前頭 蓋 基 底 部 の 細部構造 を

　　基準 と した N 点，S 点 の 個成長 に よ る 位置変化の

　　研究，日矯歯誌 46 ：568−584，1987．

6）倉沢 理 恵，新井
一

仁，石川晴夫 ：頬骨突起 を基準

　　 とす る改良 した 上 顎 骨 の 重 ね 合 わ せ 法，日矯 歯 誌

　 　 54 ：246−254，　1995．

7） Bjdrk，　A ．0．： Prediction　of　mandibular 　grQwth

　　rotation ，　Am 　J　Orthて）d　55 ：585−599，1969．

8） 志 賀　博．小 林義 典 ：咀 嚼 運 動 の 分 析 に よ る咀 嚼

　　機能 の 客観 的評価 に 関 す る 研究，補綴 誌 34 ：

　 　 1112．1126，　ユ990．
9＞逸見征行，竹下　寛 中村芳樹，桑原 洋助 ：下 顎

　　前 突 に お け る外 科矯 正 治 療 の
一

判 定基準
一AB 　to

　　MP 　angle の 有 用 性 に つ い て
一，顎変形 誌 9 ：121−

　 　 123，　1990．

10）Valko，　R 　M ．，　Sather，　A ．　H ，．　et　al．：Indications

　　for　selecting 　surgical 　or 　orth て）dontic　cQrrection

　　 of　mandibu ！ar 　protrusion，　J　Oral　Surg．26 ：230−

　 　 238，1968，

11） 小 沢 正 道，水 本恭 史，松田 泰 明 ，出 口 敏 雄 ；外 科

　　矯正 の 判定基準 と な る ANB 　 angle の 評価 に つ い

　　 て
．−Wits　apPraisal ，　N −

vertical ，　Steiner　analysis

　　
− ，顎変形誌 2 ：47−49，1983．

12） 福 田 広志 ，橋本 賢 二 ，式守 道夫，他 ：日本人 に お

　　け る 下顎 に 対す る 顎変形症手術 の 実態調査一3．周

　　 術 期 に 問 題 とな る要因，術 中 ・術後 の 合併症，骨

　　片 の 癒合不全 に つ い て
一，日顎 変形 誌 6 ；92−104，

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Orthodontic Society

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Orthodontio 　Sooiety

顔面 非対称患者 に お け る 非外科的矯正 治療の 1 症例　　313

　　 1996，
13）松本光生，黒 田 康子 ，吉 田 建美，他 ：上下歯冠幅

　　径 の 調和 ， 日矯歯誌 30 ：52−55 ， 1971．
14）螺良友康 ：調和 の とれ た 上下顎歯冠幅径の 比率 に

　　関す る研究 ， 歯学 59 ：567−577， 1972．
15）Bolton，　 W ．　A ．：The 　 clinical 　 applicatjon 　 of 　 a

　　 tooth ．
　size 　 analysis ，　Am 　J　 Orthod 　48 ：504529，

　 　 1962．

16＞Burstone ，　C．　J．： Diagnosis　and 　treatment 　plan−

　　ning 　of　patients　with 　asymmetries ，　Semin　Orth・

　　 od 　4 ： 153−164，1998．

17）小澤　奏，京面伺吾，小 田 義仁，他 ：顎関節円板

　　の 非復位性前方転位 を有 す る 患者 の 顔面形態，日

　　顎誌 6 ；54−68，1994．

　　　　　　　　　　　　　 2002年 2 月 ］0 日受付

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2002 年 3 月 26 凵受理

連絡先 ：中 村 俊 弘

　 　 　 　 日 本 歯 科大 学 歯 学部 歯科 矯 正 学講 座

　　　　〒 工02−8158　東京都千代田 区富士 見 2−3−16

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


